
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

№11 平成 22 年 12 月 

八千代市男女共同参画課    ☎047-485-7088 

    男女共同参画センター ☎047-485-6505 

  住所：八千代市八千代台南 1-11-6 （八千代台東南公共センター4 階） 

  ホームページ：http://www.city.yachiyo.chiba.jp/siyakusyo/danjo/ 

         トップページ ≫ くらしのガイド ≫ 男女共同参画  

 

 

「わたしたちが目指す 

男女共同参画社会」 
 
一人ひとりが生きがいの

ある社会を形成するため

に、男女が互いにその人権

を尊重しつつ、責任を分か

ちあい、家庭、職場、地域

などで十分に能力や個性を

発揮できる社会の実現を目

指しています。 
 

「知っているようで知らないチーズの力」 

    ～やちよの食材でカルシウム Cooking～ 

9 月 7 日開催 共催：健康づくり課 
 

自分で作るチーズ＆地産地消のグラタン。チ
ーズ作りは温度が大切！ 温度計を見る目は
真剣。グラタンは、なす・トマト･ブロッコリ
ー・しいたけなど具だくさん。簡単にできて、
栄養満点。 

食後には、お口の健康の大切さも学習しまし
た。次回もご期待ください！ 

子育てパパ“イクメン”を 
応援しています 

男女共同参画センター通信 

■  みんなで育てよう 男女共同参画センタ－  認めあい、支えあい、いきいきと暮らすために  男女共同参画課 ■ 

 

子育てに積極的に参加するパパ、通称“イクメン”が注

目されています。 

仕事と子育てを両立し、充実した生活を送ることは、パ

パ自身だけでなくママや子どもの生き方の可能性を広げ、

中長期的に見ると少子化対策にもなると期待されていま

す。また、今年の制度改正により、男性も育児休業を取り

やすくなりました。 

もっと子どもと関わって、子育てを楽しんでみませんか。 

▲ お楽しみ会のひとコマ。わらべ歌に合わせて、子どもとのスキ

ンシップを楽しみます。 

 

プロから学ぶ庭の手入れ 

    ～間違いのない！植木剪定
せ ん て い

術～ 

7月10、24日開催 講師：藤原克史さん（庭創藤原） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植木の剪定を通じて、家庭や地域活動へ
の積極的な参加をめざした講座。センター
初めての試みでしたが、定員 15 人に対して
70 件の申し込みがあり、関心の深さを感じ
ました。 

剪定の目的・時期・道具の説明など、プ
ロの職人さんから聞く話は、納得すること
ばかり。講義の後、いざ植木にはさみを入
れました。 

はじめは恐る恐る入れていたはさみも、
後半は職人になったようにスムーズに使い
こなしていました。 
 

◂
学
習
の
成
果
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

◂
チ
ー
ズ
作
り
は
温
度
が
大
切 

▸
自
分
の
歯
が
一
番
！ 
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前
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の
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丁
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▸
剪
定
後
。
来
年
に
向
け
て
準
備
万
端
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開
花
が
楽
し
み
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 女性，こころの悩み電話相談  
《専用電話》047-485-7333 

毎週火・木・金曜日 午前 9 時～午後 4 時 
（祝日、年末年始［12 月 27 日～1 月 4 日］を除く） 

専門の女性相談員が、おうかがいします 
 

 男性のための電話相談  
（ちば県民共生センター お問合せ：043-252-8036） 

《専用電話》043-285-0231 
毎週火・水曜日 午後 4～8 時 

専門の男性相談員が、おうかがいします 

講座の 
お知らせ ご好評につき、「知っているようで 

知らないチーズの力」 

をふたたび開催します！ 

子ども支援センターすてっぷ 21 では、

パパ同士の交流や、パパとママで協力し

て子育てする意識を高めることを目的

に、年１、２回パパのための企画を行っ

ています。 

すてっぷ 21 大和田で６月 13 日に開催

された企画「お父さんと一緒にあそぼう

よ」には、たくさんのパパが参加しまし

た。お楽しみ会の後は、パパ同士のおし

ゃべり広場も開催。日ごろ、職場では話

さない子育てのこと、ママのこと……。

話に花が咲きました。 

すてっぷ 21 の最新情報は、ホームペー

ジにも掲載しています。 

 

日時：平成 23年 1月 15日（土） 
午前 10時～12時 30分 

前回同様、手作りチーズと、お口の健康を学ぶ

講座です。詳しくは広報やちよ12月15日号にて。 

皆さまお誘いあわせの上、ご参加ください！ 

検索 すてっぷ 21 
クリック 



☺「仕事か子育て」から「仕事も子育ても」 
 

現在、約 3 割の男性が育児休業を取得したい

と希望しているように、子育てに積極的に参加

したいと考えるパパが増えてきました※1。 

パパが子育てなどの家庭生活を充実させる

ことは仕事への意欲にもつながり、仕事と生活

の好循環を生み、パパだけでなく、ママや子ど

もの生き方の可能性を広げることにもなりま

す。また、パパの子育て参加の時間が長い国ほ

ど出生率が高いという傾向も見られ、少子化対

策になると期待されています。 

そして、従業員の子育てへの参加を支援する

ことは企業にもメリットがあり、単に福利厚生

の充実という意味合いではなく、安定的な労働

力の確保のための一環として位置づけられて

います。“仕事か子育て”の二者択一から、“仕

事も子育ても”どちらも充実した生活へ、多様

な生活スタイルをデザインできる社会づくり

が期待されています。 
 

☺育児休業、パパも取りやすく 
 
育児休業の取得率は現在、女性の 85.6%に対

し、男性は 1.72%で、他の先進国と比べてもっ

とも低い水準となっています※2。 

このような現状を受け、今年 6 月、男性も女

性も子育てや介護をしながら働き続けること

ができる社会の実現に向けて、改正育児・介護

休業法が施行されました。 

その中で、パパの育児休業取得を応援するた

めの改正も行われました。子育て中の短時間勤

務制度・残業の免除の義務化や、パパとママが

ともに育児休業を取得する場合、休業取得可能

期間を子が１歳２か月になるまで延長できる

「パパ・ママ育休プラス」の導入、配偶者が専

業主婦（夫）でも取得可能になるなど、性別に

関わらず育児休業が取得しやすくなりました。 

パパとママが子育てを楽しみ、協力し合える

環境整備が推進が図られています。 

 

☆ 改正育児・介護休業法の詳細は、厚生労働省のホー
ムページをご覧ください。 
http://www.mhlw.go.jp/topics/2009/07/tp0701-1.html 

☺子育てのはじめの一歩 

 

「子育てに参加したいけど、何から始めれば

いいの？」と言うパパを優しく後押しするた

め、市では、子育てにかかわりたいパパのため

のしおり「パパ！」を作成し、配布しています。 

子育て中のお父さん、お母さんを作成委員と

し、「病気や事故のときはどうする？」、「ママ

がいなくても大丈夫！パパ力検定」、「となりの

パパの体験談」などの内容を掲載しています。 

子ども支援センターすてっぷ 21（大和田・勝

田台）、子育て支援センター（トップス、たん

ぽぽ、つばめ、のびのび、こあら、あいあい）、

元気子ども課、男女共同参画センターにありま

すので、ぜひ手に取ってみてください。 
 

 
 
 
☺ご家庭でも手軽に 

 

市ホームページ内の「にこにこ☆元気」にも、

パパの子育てを応援するページがあります。 

イベントやパパのための講座、親子で遊べる

場所、支援制度など子育てに関するさまざまな

情報が載っています。 

http://www.city.yachiyo.chiba.jp/nikoniko/ 

 

 

 

 
 

 

※1 今後の仕事と家庭の両立支援に関する調査 

（平成 19 年度 厚生労働省） 
※2  雇用均等基本調査（平成 21 年度 厚生労働省） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：積極的に子育てに関わろうと思うのは、ど

うしてですか。 

Ａ：長い人生の中でみた時に、子育てに関わる

時間は短く、その時にしかできないことだ

から。それに今やらなければ、のちのち後

悔すると思ったからです。 

 

 

 

Ｑ：お子さんとの楽しかったエピソードがあっ

たら、教えてください。 

Ａ：外でのバーベキュー。炭火を起こしたり、

肉を焼いたり、普段と違う眺めに子どもは

興味しんしんでした。何より外で食べるご

飯が（大人はビールも♡）うまい！ 

Ｑ：お家でのパパの役割や得意分野があったら、

教えてください。 

Ａ：妻よりも朝早く起きるので、前日の片づけ

や朝食の準備の手伝いをしています。 

Ｑ：ずばりあなたにとって、子育てとは何です

か？ 

Ａ：子どもと関わっていく中で、これまでの自

分の身のふるまい方が試され、正されてい

く場。「自分にはこういうところもあったの

か」と驚かされることもしばしばです。 

  私の場合は、意外と怒りっぽいことがわか

り、直していくよう心がけています。 

Ｑ：これから子育てに関わりたいと思っているパ 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：お家でのパパの役割や得意分野があった

ら、教えてください。 

Ａ：お風呂入れや、寝かし付けは私の得意分

野です。２人になる時間で、一日のいろ

いろな話が聞けます。時には、ママに内

緒の話も……。 

Ｑ：子育てで大変なことは何ですか。 

Ａ：いつも大変です。ただ悩んでも仕方ない

のでいろいろと試行錯誤しながら子育て

をしています。 

Ｑ：これから子育てに関わりたいと思っている

パパに、一言アドバイスをお願いします！ 

Ａ：無理をすることはないと思います。 

できること、できないことをはっきりさ

せて、ママと役割分担を決めると楽だと

思います。 

 

 

 

パに、一言アドバイスをお願いします！ 

Ａ：「自分がしてあげたいこと、してあげら

れること」と「ママがしてほしいこと」

が常に一致するとは限りませんが、そこ

で悩む必要はないと思います。 

「思ったらまずやってみる」これが一番

です。 

 

 

◂
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

▲ 子育てにかかわりたいパパのためのしおり「パパ！」 

となりのパパの子育て体験談 

▲ 目印は､このバナー 

▲ ポピー摘み。かりんちゃんもたくさん摘みました！ 

T．M さん（36 歳）大和田在住 

いつきちゃん（５歳・男の子）、ゆりちゃん（１歳・女の子）のパパ 

山口さん（37 歳）村上在住  かりんちゃん（６歳・女の子）のパパ 

 

▲ 兄妹なかよく水浴び。「パパもプールに入ろう！」 

▲ 兄弟なかよく水浴び 

 

子育てに積極的に参加して楽しんでいるパパに、普段のお話をうかがいました。 


